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本装置は，ハイテクリサーチセンター整備事業（2004 年

度採択）により，導入された。 

 

１． 本装置の整備目的と研究背景 
本装置は移動する計測対象物に取り付けられた赤外線発

光ダイオード（赤外線マーカ）を正確に追跡し，リアルタイ

ムに3次元座標を計測する装置である。 

本装置は，ハイテクリサーチセンターにおける研究課題の

一つである，「高齢者・障害者の生活サポート技術の開発研究」

において，主として，高齢者・障害者用の歩行補助具や単独

歩行支援設備を評価するために用いられる。評価にあたって

は，当該ユーザがそれらの機器や設備を使用した際の動作や

行動が重要な評価パラメータとなる。赤外線マーカをユーザ

の適当な部位に付けて位置計測を行うことにより，ユーザの

動作や行動が評価でき 1)，その結果を機器や設備の設計開発

に，迅速にフィードバックできる。 

 

２．装置の概要 
本装置はカナダの Northern Digital 社が開発した 

OPTOTRAK certusである。図 1に示すごとく，位置セン

サ，システム制御装置，ストローバ，赤外線マーカ，および

ホストコンピュータから構成されている。 

システム制御装置が計測対象物に取り付けた赤外線マー

カを発光させ，その位置を位置センサが計測する。計測され

たデータはシステム制御装置に取り込まれ，リアルタイムに

３Dデータに変換される。その結果はホストコンピュータに

転送され，画面上に表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 OPTOTRAK certusの構成図 

 

 

図２は１台の位置センサの計測視野を示したものである。

位置センサからの距離が2.25，4，6mのところで計測視野は

それぞれ1.34×1.28m，2.36×2.04m，3.54×2.6m，XとY

軸の精度はそれぞれ 0.1mm，0.3mm，0.45mm，Z軸（奥行

き）はそれぞれ 0.15mm，0.45mm，0.9mm となっている。

位置センサ１台の計測視野では本研究の目的を達成できない

ので，センサを 2台にして計測視野を拡張している。時間分

解能は 3D データ計測で最大 1500Hz，マーカの数は最大で

512 個装着可である。また，キャリブレーションの簡単なこ

とも本装置の特長である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ １台の位置センサの計測視野 

 
３．計測例 

 現在，この装置を用いて，視覚障害者用道路横断帯におけ

る突起配置の評価を行っている。防音半無響の実験室に評価

すべき突起配置の道路横断帯を設置し，その上を歩く際の左

右両足の軌跡を計測し，逸脱状況を調べることを試みている。

図３は両足首に赤外線マーカを付けたところ，図４は目隠し

をした被験者が横断帯の上を歩いているところを示している。

また，図５は 2台の位置センサ，図６は隣室におかれたシス

テム制御装置とホストコンピュータを示している。図 7に被

験者4人分の左右の足の軌跡を重ね書きしたものを掲げる。 
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図３ 両足首に装着された赤外線マーカ              図４ 道路横断帯上の歩行 

 

  

図５ 2台の位置センサ            図６ システム制御装置（右）とホストコンピュータ 
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図７ 左右の足の軌跡 


